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「

一

三

〇

歳

に

な

り

ま

し

た

」

同

窓

会

会

長

松

田

輝

雄

兄

が

歩

い

て

い

る

畑

の

道

を

、

た

だ

ひ

た

す

ら

つ

い

て

歩

い

た

。

一

年

生

に

な

っ

た

ば

か

り

の

私

は

い

つ

も

小

走

り

し

て

い

た

こ

と

を

思

い

出

す

。

あ

の

頃

は

杉

二

の

行

き

も

帰

り

も

車

と

合

わ

な

い

し

、

私

の

家

に

は

自

転

車

も

ま

だ

無

か

っ

た

時

代

だ

。

広

く

大

き

な

校

庭

。

先

生

の

背

の

高

さ

、

生

徒

の

多

さ

、

全

部

が

嬉

し

か

っ

た

杉

二

小

学

校

。

大

き

く

明

る

い

声

を

友

だ

ち

と

競

っ

て

い

た

毎

日

。

杉

二

の

桜

の

大

樹

は

、

現

在

の

私

が

木

や

花

に

関

心

を

持

つ

キ

ッ

カ

ケ

に

な

っ

て

い

る

。

勉

強

だ

け

で

な

く

沢

山

の

こ

と

を

学

ん

だ

学

校

だ

っ

た

。

勉

強

の

時

間

を

知

ら

せ

る

チ

ャ

イ

ム

の

音

を

忘

れ

る

ほ

ど

遊

び

に

熱

中

し

て

、

廊

下

に

座

ら

せ

ら

れ

る

と

い

う

、

お

目

玉

を

頂

戴

し

た

。

ま

る

で

映

画

の

シ

ー

ン

の

よ

う

に

よ

み

が

え

る

。

今

年

も

同

窓

会

の

出

欠

返

信

を

も

ら

い

ま

し

た

。

そ

こ

に

は

同

窓

生

の

さ

ま

ざ

ま

な

「

今

の

生

活

」

が

伝

わ

っ

て

く

る

。

「

元

気

で

す

」

の

お

便

り

を

読

む

嬉

し

さ

。

ぜ

ひ

会

い

た

い

「

あ

あ

、

あ

の

友

だ

！

」

と

知

れ

ば

話

し

た

い

と

思

っ

た

り

。

腰

痛

の

た

め

と

か

体

調

を

崩

し

、

治

療

中

で

欠

席

と

知

れ

ば

な

お

の

こ

と

、

来

年

こ

そ

身

体

が

良

く

な

っ

て

私

た

ち

の

学

校

へ

出

て

来

て

欲

し

い

と

思

う

。

そ

し

て

杉

並

第

二

小

学

校

は

一

三

〇

歳

に

な

り

ま

し

た

。

ハ

ガ

キ

の

九

五

歳

で

元

気

い

っ

ぱ

い

で

す

。

八

四

歳

は

パ

ソ

コ

ン

、

お

茶

、

習

字

に

毎

日

忙

し

い

と

の

便

り

に

は

、

さ

す

が

一

三

〇

年

を

迎

え

る

私

た

ち

杉

二

の

同

窓

生

と

誇

ら

し

く

思

う

。

先

輩

の

皆

さ

ん

や

、

こ

の

日

だ

け

は

仕

事

の

休

め

る

若

い

方

や

、

現

役

続

行

の

皆

さ

ま

ど

う

ぞ

、

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

第

二

十

八

回

総

会

概

要

報

告

二

〇

一

三

年

六

月

九

日

(

日

)

、

同

窓

生

七

十

余

名

、

師

岡

校

長

、

林

副

校

長

、

現

旧

職

員

の

皆

様

と

母

校

体

育

館

に

て

実

施

致

し

ま

し

た

。

昨

今

日

本

歌

曲

に

取

り

組

ま

れ

て

い

る

オ

ペ

ラ

歌

手

太

刀

川

悦

代

さ

ん

の

歌

唱

と

ト

ー

ク

に

酔

い

し

れ

ま

し

た

。

総

会

は

諸

議

題

審

議

、

承

認

が

粛

々

進

行

、

楽

し

み

の

懇

親

会

も

和

気

あ

い

あ

い

と

行

わ

れ

ま

し

た

。

会

場

の

準

備

と

片

付

け

に

ウ

ィ

ン

ド

バ

ン

ド

関

連

の

お

母

様

方

、

若

手

先

生

方

の

ご

協

力

を

得

ま

し

た

。

大

感

謝

で

す

！

平

成

二

十

五

年

度

同

窓

会

活

動

平

成

二

十

五

年

四

月

三

日

会

計

監

査

四

月

十

三

日

第

一

回

定

期

理

事

会

四

月

二

十

三

日

総

会

資

料

印

刷

四

月

二

十

七

日

総

会

案

内

状

＆

会

報

発

送

六

月

一

日

総

会

準

備

会

六

月

九

日

第

二

十

八

回

総

会

・

懇

親

会

六

月

二

六

日

総

会

反

省

会

七

月

六

日

二

五

年

卒

業

生

へ

礼

状

十

月

十

二

日

第

二

回

定

期

理

事

会

十

二

月

三

日

会

員

拡

充

案

内

発

送

平

成

二

十

六

年

二

月

一

日

第

三

回

定

期

理

事

会

三

月

五

日

二

六

年

卒

業

生

へ

礼

状

三

月

二

十

九

日

常

任

理

事

会

第２９回同窓会総会開催案内

１．開催日 平成２６年６月８日（日）

２．会 場 杉並第二小学校体育館 （スリッパの用意あり）

３．同窓会進行

-１．開 場 １２時

-２．杉二小ウィンドバンド演奏（校歌斉唱共） １２時２０分～４５分

-３．総 会 １３時～１３時３０分

議題１．平成25年度会務報告

２．平成25年度収支決算報告・会計監査報告

３．平成26年度事業計画(案）

４．平成26年度事業予算(案）

５．定期役員改選

６．その他

-４．同窓会文庫寄贈式

-５．懇親会 １３時４５分～１５時４５分

会費 4,000円 （立食形式ですが、テーブル周囲に椅子をご用意）

懇親会会費は当日受付にてお支払いください！

本年も恒例の同窓会総会を上記の通り開催いたすことになりました。

旧職員の方々にもご出席いただきます。杉２小ウィンドバンドの皆さんに

よる吹奏楽演奏、総会、そして懇親会を予定しています。

皆々様お誘い合わせの上、ふるってご出席賜りたくご案内申し上げます。

注：総会関連費用は別途単独決算、詳細を次年度総会時に報告

杉二小ウィンドバンド演奏 SWB指導者：中瀬古さん

太刀川さん

桐村理事長高村常任理事

総会議長：藤井常任理事

太刀川さん

松田会長

林副校長

師岡校長

蕪山副理事長渡辺副理事長

太刀川さん歌唱に聞き入る参加者

懇親会司会：稲束常任理事岩片(宅間)先生を囲んで懇親会の様子

年代を超えた懇談

３０年卒同期

２１年卒同期

校歌斉唱

太刀川さん歌唱に聞き入る参加者

太刀川さん

２５年卒同期

平成25年度収支決算報告

（自 平成25年4月１日 至 平成26年3月31日）

予 算 額 決 算 額

1,822,751 1,822,751

終身会費 80,000 174,000

寄 付 金 300,000 472,500

寄付者：171名

雑 収 入 1,000 53,805

総会剰余金、利息

小　　計 381,000 700,305

2,203,751 2,523,056

予 算 額 決 算 額

事 業 費 250,000 214,926

会 議 費 30,000 38,415

印 刷 費 30,000 17,356

事務用品費 10,000 1,695

通 信 費 400,000 326,085

雑     費 40,000 31,150

予 備 費 30,000 21,525

小　　計 790,000 651,152

1,413,751 1,871,904

2,203,751 2,523,056

科         目

   合       計

次期繰越金

合       計

前期繰越金

支 出 の 部

支 出 の 部支 出 の 部

支 出 の 部

摘        要

同窓会文庫図書ラベル代金

収 入 の 部

収 入 の 部収 入 の 部

収 入 の 部

科         目 摘        要

新卒業生：105名

既卒業生： 69名

会報印刷、SWB楽器維持支援、

講演謝礼、同窓会文庫図書代、

その他

総会案内郵送代：2,385通

会員拡充郵送代：875通

その他連絡費用

運動会祝金

郵便局払込手数料
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新

た

な

年

一

三

〇

周

年

杉

並

第

二

小

学

校

前

校

長

師

岡

孝

明

四

月

。

善

福

寺

川

沿

い

の

桜

も

満

開

を

迎

え

、

春

本

番

の

陽

気

と

な

り

ま

し

た

。

平

成

二

六

年

度

は

杉

並

第

二

小

学

校

に

と

っ

て

大

き

な

節

目

と

な

る

年

で

す

。

今

年

度

杉

二

小

は

、

開

校

一

三

〇

年

を

迎

え

ま

す

。

一

三

〇

年

と

い

う

長

き

に

わ

た

り

こ

の

学

校

が

栄

え

て

き

た

の

は

、

同

窓

会

の

方

々

に

よ

る

お

力

で

あ

る

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

特

に

「

同

窓

会

文

庫

室

」

は

、

子

供

た

ち

に

と

っ

て

安

ら

ぎ

、

勉

強

の

場

と

し

て

大

い

に

活

用

し

て

い

ま

す

。

今

後

と

も

『

同

窓

会

文

庫

室

』

と

い

う

素

晴

ら

し

い

環

境

を

通

し

て

、

同

窓

会

の

方

々

と

の

連

携

を

図

っ

て

い

き

た

い

と

存

じ

て

お

り

ま

す

。

杉

並

第

二

小

学

校

の

一

三

〇

周

年

記

念

式

典

は

、

十

一

月

八

日

（

土

曜

日

）

で

す

。

ぜ

ひ

と

も

御

参

加

く

だ

さ

り

ま

す

よ

う

、

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

在

籍

中

お

お

く

の

方

の

御

支

援

を

受

け

杉

二

小

の

校

長

と

し

て

つ

と

め

て

ま

い

り

ま

し

た

。

四

月

一

日

を

も

ち

ま

し

て

、

杉

並

区

立

沓

掛

小

学

校

へ

転

任

と

な

り

ま

し

た

。

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

昭

九

卒

光

田

綾

子

お

か

げ

さ

ま

で

、

介

護

保

険

の

お

世

話

に

な

ら

ず

暮

ら

し

て

い

ま

す

。

昭

一

一

卒

江

村

稔

(

大

正

一

二

年

生

ま

れ

)

九

〇

才

と

な

り

ま

す

。

昭

一

二

卒

福

田

光

一

平

々

凡

々

と

暮

ら

し

て

居

り

ま

す

。

皆

様

に

宜

し

く

御

伝

え

下

さ

い

。

昭

一

三

卒

小

木

曽

美

智

子

（

三

橋

）

年

令

並

に

元

気

に

暮

し

て

お

り

ま

す

。

地

域

の

集

会

や

毎

月

一

回

の

サ

ー

ク

ル

に

も

参

加

、

老

若

の

人

々

と

の

交

流

を

楽

し

ん

で

お

り

ま

す

。

「

一

日

を

大

切

に

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

し

て

い

ま

す

。

昭

一

五

卒

岸

は

る

子

（

岩

崎

）

十

年

ぶ

り

に

孫

二

人

に

恵

ま

れ

に

ご

や

か

に

何

か

と

過

し

て

い

ま

す

。

で

も

杉

二

は

遠

く

・

・

感

じ

る

こ

の

頃

で

す

。

昭

一

六

卒

中

井

資

員

阿

佐

谷

駅

前

で

小

さ

な

貿

易

屋

を

や

っ

て

お

り

ま

す

。

ご

盛

会

を

お

祈

り

し

ま

す

。

昭

一

七

卒

佐

藤

節

夫

カ

ゼ

気

味

で

し

た

が

杉

二

と

き

い

た

だ

け

で

元

気

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

の

再

会

を

楽

し

み

に

し

て

い

ま

す

。

昭

一

八

卒

倉

澤

直

則

八

三

歳

に

な

り

ま

し

た

が

、

元

気

で

老

後

を

送

っ

て

お

り

ま

す

。

杉

二

の

前

を

通

る

度

に

昔

を

懐

か

し

ん

で

ま

す

。

兄

弟

、

子

供

達

も

皆

杉

二

で

し

た

。

昭

一

九

卒

武

田

幸

夫

洋

画

家

と

し

て

銀

座

で

個

展

を

開

い

た

り

、

描

い

た

り

し

て

ま

す

。

（

中

大

法

卒

)

昭

二

〇

卒

山

北

徹

元

気

で

地

域

の

活

動

に

参

加

し

て

ま

す

。

特

に

ニ

ュ

ー

ス

ポ

ー

ツ

の

タ

ー

ゲ

ッ

ト

・

ハ

ー

ド

ゴ

ル

フ

の

普

及

に

区

内

ば

か

り

で

な

く

都

全

域

で

普

及

に

努

め

て

い

ま

す

。

昭

二

一

卒

南

久

美

子

（

今

井

）

数

え

年

で

は

傘

寿

を

む

か

え

、

多

少

足

腰

が

弱

く

な

り

ま

し

た

が

、

家

事

の

手

伝

い

を

し

て

い

ま

す

。

孫

達

も

手

が

は

な

れ

、

自

分

の

時

間

が

持

て

る

様

に

な

り

ま

し

た

。

昭

二

二

卒

梅

林

力

電

子

顕

微

鏡

を

使

っ

て

生

物

の

微

細

構

造

の

観

察

、

生

物

関

係

の

講

演

会

、

授

業

な

ど

好

き

な

こ

と

い

ろ

い

ろ

や

っ

て

い

ま

す

。

会

員

短

信

・

・

・

敬

称

略

(

昨

年

第

二

十

八

回

総

会

案

内

へ

の

返

信

よ

り

)

昭

二

三

卒

下

津

敏

子

（

小

桧

山

）

な

つ

か

し

い

杉

二

小

を

想

い

出

し

て

ま

す

。

桜

の

満

開

の

善

福

寺

川

を

散

歩

し

て

ま

し

た

。

妹

達

と

田

ん

ぼ

の

ｾ

ﾘ

つ

み

等

を

思

い

元

気

に

し

て

居

り

ま

す

。

昭

二

四

卒

井

出

宏

子

（

鈴

木

）

孫

と

遊

び

、

又

こ

う

し

た

未

来

の

子

ど

も

達

の

為

に

公

益

財

産

法

人

野

村

生

涯

教

育

セ

ン

タ

ー

で

教

育

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

し

て

い

ま

す

。

昭

二

五

卒

加

藤

陽

子

物

忘

れ

を

気

に

せ

ず

、

お

し

ゃ

べ

り

に

励

み

、

毎

日

歩

く

こ

と

を

忘

れ

ず

、

老

化

と

戦

っ

て

い

ま

す

。

ま

ず

ま

ず

元

気

で

過

ご

し

て

い

ま

す

。

昭

二

五

卒

山

田

セ

ツ

子

体

操

、

太

極

拳

に

頑

張

っ

て

居

り

ま

す

。

昭

二

五

卒

堀

口

貞

雅

こ

の

三

月

に

五

三

年

間

の

会

社

人

生

を

引

退

。

と

り

あ

え

ず

毎

朝

尾

崎

橋

、

天

王

橋

、

児

童

橋

を

中

心

に

犬

の

散

歩

が

ノ

ル

マ

で

す

。

昭

二

六

卒

河

鍋

衛

祖

父

、

両

親

、

私

、

子

供

、

孫

と

五

代

に

渡

っ

て

、

杉

二

に

ご

厄

介

に

な

り

ま

し

た

。

七

〇

半

ば

に

な

り

ま

す

が

、

ま

だ

ま

だ

健

在

で

す

。

杉

並

区

体

育

協

会

、

陸

上

競

技

協

会

で

地

域

ス

ポ

ー

ツ

普

及

に

協

力

し

な

が

ら

テ

ニ

ス

の

方

は

ま

だ

現

役

で

頑

張

っ

て

い

ま

す

。

昭

二

六

卒

穴

澤

幸

子

（

矢

澤

）

毎

年

誕

生

日

(

六

月

一

〇

日

、

七

五

才

)

に

旅

行

に

ぶ

つ

か

り

残

念

で

す

。

病

院

と

は

縁

が

切

れ

ま

せ

ん

が

元

気

日

舞

に

か

っ

ぽ

れ

と

踊

っ

て

元

気

に

し

て

お

り

ま

す

。

昭

二

七

卒

塚

田

み

ど

り

〈

堀

内

〉

主

人

と

二

人

市

民

農

園

を

借

り

て

い

ま

す

。

こ

れ

か

ら

い

そ

が

し

く

な

り

ま

す

。

三

坪

位

で

す

が

・

・

・

。

昭

二

八

卒

関

口

和

子

（

仙

仁

）

杉

二

卒

業

の

兄

弟

姉

妹

四

人

共

、

元

気

で

お

り

ま

す

。

昭

二

八

卒

河

野

建

藏

高

校

の

顧

問

そ

し

て

ゴ

ル

フ

、

ジ

ョ

ギ

ン

グ

等

身

体

に

鞭

ち

打

っ

て

居

り

ま

す

。

昭

二

九

卒

佐

藤

操

（

森

）

六

才

六

月

六

日

か

ら

日

本

舞

踊

の

お

稽

古

を

始

め

、

一

八

才

で

名

取

、

七

一

才

の

現

在

踊

り

を

教

え

て

元

気

で

小

学

校

三

年

生

～

八

三

才

ま

で

の

お

弟

子

さ

ん

と

楽

し

く

過

ご

し

、

浴

風

園

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

も

伺

っ

て

ま

す

。

昭

二

九

卒

高

橋

隆

明

下

り

坂

の

人

生

を

楽

し

ん

で

お

り

ま

す

。

(

夫

婦

二

人

で

)

昭

三

〇

卒

鎌

田

孝

男

ま

だ

不

動

産

鑑

定

士

と

し

て

働

い

て

い

ま

す

。

昭

三

一

卒

久

野

忠

雄

卒

業

し

て

五

七

年

、

今

年

よ

う

や

く

古

希

で

す

。

(

今

で

は

鼻

た

れ

小

僧

扱

い

で

す

が

)

月

に

十

日

程

、

派

遣

社

員

と

し

て

働

か

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

昭

三

二

卒

田

内

美

智

（

金

子

）

大

阪

に

移

り

住

ん

で

三

八

年

に

な

り

ま

す

。

何

と

か

元

気

に

過

し

て

お

り

ま

す

。

昭

三

三

卒

伊

藤

昌

子

（

山

口

）

夫

婦

共

現

役

で

商

売

を

し

て

い

ま

す

。

電

気

店

。

趣

味

は

学

生

時

代

か

ら

の

ス

ク

ウ

ェ

ア

ダ

ン

ス

。

踊

っ

て

ま

す

。

昭

三

四

卒

藤

井

三

枝

子

（

石

川

）

大

船

に

住

み

三

七

年

、

人

生

半

分

近

く

横

浜

で

す

。

杉

並

は

遠

く

な

り

ま

し

た

。

孫

も

四

人

、

沖

縄

に

住

む

孫

に

時

々

会

い

に

行

く

の

を

楽

し

み

に

し

て

ま

す

。

昭

三

五

卒

梶

芳

郎

毎

日

元

気

に

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

し

て

い

ま

す

。

昭

三

六

卒

美

奈

川

恵

子

（

瀧

井

）

時

々

東

京

の

友

人

と

会

う

為

に

上

京

し

て

楽

し

い

ひ

と

時

を

過

ご

し

て

い

ま

す

。

昭

三

六

卒

菊

池

和

子

（

前

田

）

四

月

一

日

、

世

田

谷

で

社

会

福

祉

法

人

の

保

育

園

を

開

園

し

ま

し

た

。

同

じ

法

人

が

杉

二

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

を

し

て

い

ま

す

。

昭

三

九

卒

藤

澤

秀

樹

昨

年

、

日

本

経

済

新

聞

社

を

退

職

し

て

、

現

在

格

付

投

資

情

報

セ

ン

タ

ー

で

契

約

社

員

と

し

て

働

い

て

い

ま

す

。

昭

四

二

卒

吉

橋

日

出

（

小

野

）

還

暦

を

目

前

に

新

た

な

資

格

を

と

ろ

う

と

し

て

い

ま

す

。

長

年

勤

め

た

事

と

ま

っ

た

く

違

う

道

を

見

て

み

た

い

と

夢

み

て

い

ま

す

。

昭

四

七

卒

大

場

肇

杉

並

区

成

田

東

の

実

家

に

は

母

(

杉

二

元

教

員

)

が

独

り

で

住

ん

で

お

り

、

近

い

将

来

同

居

で

き

れ

ば

と

思

っ

て

い

ま

す

。

昭

四

九

卒

後

藤

円

親

元

を

独

立

し

て

も

”

杉

っ

子

”

で

す

。

総

会

案

内

同

封

の

ハ

ガ

キ

に

三

〇

〇

余

名

の

同

窓

生

、

及

び

三

十

三

名

の

教

職

員

の

方

々

か

ら

、

ご

近

況

を

頂

き

ま

し

た

。

紙

面

の

都

合

上

、

左

記

に

限

っ

た

こ

と

ご

容

赦

を

・

・

・

。

杉二小を囲むように流れる善福寺川、五つの橋が架かっています。 写真は今のものですが、

在校当時を思い出しては如何でしょう。 屋倉橋上流にあった水門では中学生や高学年児童

達が水遊びをしていました。 天王橋は現在ミニバス「杉丸」が走り、相生橋は東田中学への

通学路、尾崎橋は交通の要所五日市街道です。 児童橋は屋倉橋と天王橋の間に架かって

いる比較的新しい人道橋です。 熊野神社の参道にはかつて善福寺川に平行に流れていた

灌漑用水路「あげ掘」に架かっていた石橋の欄干が残り、「道角橋」とあります。 尾崎橋脇に

あった㈱大田計器製作所、現在立川でその事業を続けられています。(同社より写真ご提供)

児童橋

尾倉橋

尾倉橋尾倉橋

尾倉橋

天王橋

天王橋天王橋

天王橋

相生橋

相生橋相生橋

相生橋

尾崎橋

尾崎橋尾崎橋

尾崎橋

児童橋

児童橋児童橋

児童橋

相生橋

尾崎橋屋倉橋

旧欄干（熊野神社） 現社屋（立川市）

天王橋

旧社屋（成田東）

【杉並区立沓掛小学校 】

JR中央線の北、妙正寺池から

流れる妙正寺川の南、閑静な

住宅街に所在。

昨年創立60周年を迎え、校庭

解放日には多くの児童と親御

さん達が楽しむ素敵な学校。

師岡校長先生

師岡校長先生師岡校長先生

師岡校長先生

ありがとうございました！

ありがとうございました！ありがとうございました！

ありがとうございました！

同窓会一同

同窓会一同同窓会一同

同窓会一同


